
令和８年第３回定例会

市議会議員が市長や担当部局などに対して、市政全般について現状や課題、
将来の方針などに関する質問を行い、そのやり取りを通じて政策提言を行
う場のことです。市の日々の仕事やお金の使い方をチェックし、市民の意
見を市政に反映させるための重要な手段です。

東
広
島
発「
の
ん
太
の
学
び
場
」

を
未
来
へ

問

広
島
大
学
と
連
携
し
て
取

り
組
む
広
域
交
流
型
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
は
、
※
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
採

択
さ
れ
、
東
広
島
市
を
拠
点
に
全

国
展
開
も
進
ん
で
い
る
。
国
の
研

究
期
間
終
了
後
も
、
本
市
の
重
要

な
教
育
資
産
と
し
て
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
持
続
可
能
な
運
営

体
制
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答

広
域
交
流
型
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
は
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
新
た
な
公
教
育
モ
デ

ル
と
な
る
貴
重
な
教
育
資
産
で
あ

る
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
成
果
を
最
大
限
活

用
し
、
人
材
の
確
保
・
育
成
や
学

校
間
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
体

制
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
体
制
の
確

保
な
ど
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制

の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

老
朽
化
す
る
集
中
浄
化
槽
団
地

の
今
後
を
問
う

問

集
中
浄
化
槽
団
地
で
は
本

体
に
加
え
、
地
下
の
汚
水

管か
ん

渠き
ょ

も
老
朽
化
し
て
い
る
。
下
水

道
接
続
や
個
別
浄
化
槽
へ
の
転
換

が
困
難
な
団
地
も
あ
る
中
、
管
渠

の
実
態
や
課
題
を
把
握
し
、
将
来

を
見
据
え
た
支
援
の
あ
り
方
を
研

究
・
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

汚
水
管
渠
の
計
画
的
な
点

検
や
改
修
が
補
助
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
本
市
や
他
自
治

体
の
実
態
、
対
応
等
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
国
の
動
向
に
も
注
視

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

実
態
に
即
し
た
支
援
に
つ
い
て
、

国
や
県
に
も
要
望
し
て
い
く
。

下
しもむかい

向 智
ち え こ

恵子
（公明党）

質問した項目

■■広域交流型オンライン
学習の社会実装と持続
可能な運営について
■集中浄化槽の維持管理
と今後の支援について

動画は
こちら

※ＳＩＰ　戦略的イノベーション創造プログラムの略。内閣府総合科学技術・イノベーション会議が主導する、産学官連携によ
る社会課題の解決や日本経済再生に寄与する研究開発を推進する国家プロジェクト。
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高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費 

助
成
に
つ
い
て

問

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
に
つ
い
て
、
県
内
他

市
の
制
度
導
入
に
対
す
る
本
市
の

見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
介
護
予

防
・
健
康
寿
命
の
延
伸
の
観
点
か

ら
、
高
齢
者
の
難
聴
対
策
と
し
て

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要

性
及
び
制
度
の
創
設
に
対
す
る
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

答

県
内
で
は
、
福
山
市
を
は

じ
め
、
呉
市
、
三
原
市
、

大
竹
市
、
江
田
島
市
の
５
市
で
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
や
認
知
症
、
※
フ
レ
イ
ル
の

予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
内
外

の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
高
齢
者
支
援
施
策

を
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
近
年
の
研
究
に
お
い

て
、
難
聴
対
策
が
認
知
症
の
予

防
・
改
善
に
つ
な
が
る
要
因
の
一

つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
早
期
の
対

応
や
適
切
な
補
聴
器
の
活
用
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
が
っ
て

お
り
、
本
年
１
月
に
は
、
東
広
島

地
区
医
師
会
か
ら
本
市
に
対
し
、

補
聴
器
の
助
成
制
度
創
設
等
に
つ

い
て
提
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
健
康
寿
命
の

延
伸
や
介
護
予
防
に
向
け
、
さ
ら

な
る
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
補
聴
器
を
よ
り
身

近
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
介

護
予
防
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
現
在
、
新
年
度
か
ら
の
補

聴
器
購
入
費
助
成
事
業
の
実
施
に

向
け
、
制
度
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る

農
業
を
基
盤
と
す
る
強
い 

経
営
体
づ
く
り
に
向
け
て

問

現
在
、
米
価
や
資
材
価
格

が
大
き
く
変
動
す
る
中
、

集
落
営
農
に
対
し
て
は
、
一
過
性

の
補
助
金
交
付
で
は
な
く
、
安
定

し
た
収
益
を
確
保
し
、
雇
用
に
よ

り
後
継
者
を
育
て
る
「
経
営
体
」

と
し
て
の
機
能
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
農
業
従
事

者
の
取
組
み
を
尊
重
し
つ
つ
、
株

式
会
社
化
を
含
め
た
農
業
法
人
の

経
営
高
度
化
等
を
一
体
的
に
支
援

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答

農
業
法
人
に
は
、
こ
れ
ま

で
県
内
で
も
最
大
規
模
の

水
田
面
積
を
有
す
る
本
市
農
業
の

中
心
的
担
い
手
と
し
て
、
多
大
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
一
方
で
、
多
く
の
農
業
法
人

で
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
伴
い
、
経
営
上
の
課
題
が
一

層
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
法

人
が
将
来
に
わ
た
っ
て
経
営
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
収
益
性

向
上
や
人
材
確
保
、
事
業
承
継
を

意
識
し
た
経
営
的
な
視
点
が
一
層

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
株

式
会
社
化
に
関
し
て
は
、
現
在
、

西
条
町
の
農
業
法
人
に
お
い
て
、

経
営
強
化
に
向
け
た
株
式
会
社
へ

の
移
行
と
事
業
承
継
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
本

市
も
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
大

区
画
化
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
や

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
営
農
環
境
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業

法
人
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
や
意
向
を

踏
ま
え
、
人
材
確
保
や
経
営
強
化

に
向
け
た
経
営
高
度
化
に
対
す
る

支
援
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目

■■防災・復興について
■高齢者の補聴器購入費
助成について

動画は
こちら

上
うえだ

田　秀
ひでし

（創志会）

質問した項目

■■地域経済を支える持続
可能な農業・農村につ
いて
■中核市移行への展望と
本市の将来像について

動画は
こちら

※フレイル　加齢によって運動機能や認知機能といった心身の活力が低下した状態のこと。
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八
本
松
地
域
の
図
書
館
と 

自
習
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

問

現
在
、
八
本
松
で
は
地
域

セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
、
集

会
所
を
集
約
し
た
複
合
施
設
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
基
本
設

計
で
は
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
市
は
こ

の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
地
域
図
書
館

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
学
生
が
安
心
し
て
自
習
な

ど
が
で
き
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
の
か
伺
う
。

答

条
例
上
の
地
域
図
書
館
で

は
な
い
が
、
昨
年
開
設
し

た
高
屋
図
書
館
と
同
程
度
の
約
１

５
０
０
冊
の
図
書
を
配
架
し
、
予

約
し
た
図
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
ロ
ッ
カ
ー
と
返
却
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
予
定
。
ま
た
、
自

習
や
学
習
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
の 

設
置
に
つ
い
て

問

全
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
整
備
に
つ
い
て
、
整
備

対
象
、
順
位
、
年
度
を
明
ら
か
に

し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
う
。

答

施
設
の
状
況
や
補
助
制
度

の
動
向
等
に
よ
り
変
動
す

る
た
め
、
年
次
ま
で
を
明
示
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
策
定
し
て
い
な

い
。
国
は
学
校
体
育
館
等
へ
の
設

置
率
を
令
和
13
年
度
中
に
100
％
と

す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
本
市

と
し
て
も
着
実
に
推
進
す
る
。

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
せ
る 

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高

齢
者
と
な
る
2040
年
を
見
据

え
、
認
知
症
に
な
る
前
か
ら
自
ら

の
脳
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
早

期
に
気
づ
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
Ｖ
Ｒ
等

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

「
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
試
験

的
に
導
入
し
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
つ
な
げ
る
取
組
み
に
つ
い

て
の
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
早

期
相
談
・
早
期
受
診
を
促

す
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
医
療
機
関
等
の
支

援
体
制
の
確
保
等
の
課
題
も
あ

る
。
先
進
事
例
の
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、
医
療
関
係
者
等
の

意
見
も
伺
い
、
検
討
を
進
め
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の 

担
い
手
確
保
に
つ
い
て

問

民
生
委
員
の
担
い
手
を
増

や
す
た
め
、「
報
酬
・
活
動

費
の
充
実
」を
求
め
る
声
が
あ
る
。

通
信
費
、
交
通
費
等
、
活
動
に
伴

う
様
々
な
実
費
が
発
生
し
て
い
る

が
、活
動
区
域
が
広
い
と
そ
の
負

担
は
小
さ
く
な
い
。
実
費
弁
償
や

活
動
費
に
つ
い
て
、現
状
を
検
証

し
見
直
す
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答

物
価
高
騰
や
活
動
件
数
の

増
加
、
担
い
手
不
足
等
を

踏
ま
え
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
費
を
増
額
す
る
補
正
予
算
案

を
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
各
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
へ
交
付

す
る
活
動
推
進
費
を
増
額
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
県
の
動

向
を
注
視
し
適
切
に
対
応
す
る
。

小
こいけ

池　恵
え み こ

美子
（市民クラブ）

質問した項目

■■八本松駅前周辺のまち
づくりについて
■猛暑時代に対応した子
どもの遊び・運動環境
の確保について

動画は
こちら

原
はらだ

田　栄
えいじ

二
（公明党）

質問した項目

■■2040年の地域共生社
会について

動画は
こちら
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酒
蔵
の
煙
突
耐
震
化
計
画
と 

高
さ
規
制
の
ま
ち
に

問

①
将
来
的
に
は
煙
突
が
ビ

ル
群
に
隠
れ
て
見
え
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

住
宅
の
高
さ
規
制
に
乗
り
出
し
、

酒
蔵
の
煙
突
の
あ
る
景
観
を
守
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

②
景
観
保
全
の
た
め
に
は
、
耐
震

改
修
補
助
制
度
の
充
実
と
住
宅
改

修
制
度
の
創
設
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答

①
西
条
酒
蔵
通
り
地
区
景

観
保
存
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
酒
蔵
地
区
の
煙
突
を
含
め
、

将
来
目
指
す
べ
き
景
観
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
引
き
続
き
地
域
の
皆
様

の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

②
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
保
全
や

良
好
な
景
観
の
形
成
を
進
め
る
た

め
、
ま
ず
は
、
推
進
協
議
会
の
中

で
、
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。

外
国
に
繋
が
る
子
ど
も
の 

日
本
語
教
育
の
充
実
を

問

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
は
、
日
本
語
教
育
環
境

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
外
国
籍

の
教
職
員
の
採
用
を
含
め
た
正
規

職
員
の
増
員
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答

採
用
は
、
県
教
育
委
員
会

に
お
い
て
県
内
の
状
況
を

踏
ま
え
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
正
規
職
員
の
増

員
は
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
も

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

国
に
定
数
拡
充
を
継
続
し
て
要
望

し
て
い
る
。
引
き
続
き
定
数
増
加

に
向
け
、
国
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

公
園
施
設
内
の 

樹
木
管
理
に
つ
い
て

問

樹
木
の
老
齢
化
、大
径
化

が
進
行
し
、重
大
な
事
故

等
の
発
生
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。

樹
木
の
持
つ
機
能
や
効
用
の
増
進

と
樹
木
の
安
全
性
の
確
保
を
継
続

的
に
両
立
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
樹
木
の
点
検
・
診

断
を
適
切
・
確
実
に
行
い
、
安
全

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
樹
木
の
点
検
・
診
断
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

月
１
回
の
樹
木
の
巡
回
点

検
を
行
っ
て
お
り
、必
要

に
応
じ
て
診
断
を
行
っ
て
い
る
。

点
検
の
基
準
は
、国
が
策
定
し
た

指
針
に
沿
っ
て
い
る
。
点
検
は
、

樹
木
管
理
受
託
業
者
等
が
目
視
に

よ
り
確
認
、診
断
は
必
要
に
応
じ
、

樹
木
医
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
。

八
本
松
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と 

周
辺
道
路
の
渋
滞
対
策

問

八
本
松
地
区
で
は
半
導
体

関
連
企
業
の
進
出
、
企
業

の
立
地
や
、
今
か
ら
進
出
す
る
事

業
体
も
あ
り
、
八
本
松
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
付
近
の
交
通
量
の
増
が
見
込

ま
れ
る
が
、
供
用
開
始
を
待
た
ず

に
交
通
量
の
対
策
な
ど
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

今
年
度
か
ら
交
通
渋
滞
の

緩
和
に
向
け
、
ソ
フ
ト
政

策
と
し
て
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
交
通
渋
滞
の

要
因
を
把
握
し
た
上
で
、
事
業
所

等
に
対
し
時
差
出
勤
等
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
よ
う
働
き
か
け
、

交
通
量
の
分
散
及
び
低
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

谷
たに

　晴
はる み

美
（日本共産党）

質問した項目

■■外国人政策について
■PFAS汚染問題への対
応について
■駅や道路等インフラ整
備について
■酒蔵の煙突耐震化計画
とまちづくりについて

動画は
こちら

中
なかそ

曽　久
ひさかつ

勝
（創志会）

質問した項目

■■公園施設内の樹木管理
について
■八本松スマートイン
ターチェンジ並びに周
辺地域における道路整
備の工事の進捗・交通
量の変化・交通渋滞に
ついて

動画は
こちら
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有
機
農
業
を
「
面
」
で 

育
て
る
推
進
エ
リ
ア
を
！

問

有
機
農
業
は
、
農
家
を

個
々
に
支
援
す
る
だ
け
で

は
広
が
ら
な
い
。
需
要
・
生
産

者
・
支
援
を
一
つ
の
「
面
」
に
束

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
昨
年

12
月
定
例
会
の
答
弁
以
降
、
推
進

エ
リ
ア
の
区
域
指
定
の
具
体
化
の

進
捗
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答

有
機
農
業
に
限
定
せ
ず
減

農
薬
や
堆
肥
の
活
用
な

ど
、
環
境
負
荷
を
減
ら
す
取
組
み

を
面
的
に
推
進
し
、
そ
の
モ
デ
ル

と
な
る
「
推
進
エ
リ
ア
」
の
設
定

を
検
討
し
て
い
る
。
先
進
的
な
農

業
者
と
の
意
見
交
換
や
関
係
機
関

と
の
協
議
を
進
め
、
合
意
形
成
が

図
ら
れ
次
第
、
速
や
か
に
準
備
を

開
始
し
、
必
要
に
応
じ
た
国
へ
の

提
案
や
支
援
要
請
も
行
っ
て
い
く
。

増
え
る
外
国
人
市
民
、 

土
葬
に
ど
う
備
え
る
？

問

外
国
人
市
民
の
定
住
化
が

進
み
、
全
国
で
土
葬
を
め

ぐ
る
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
火
葬

を
原
則
と
す
る
日
本
で
、
土
葬
は

一
度
そ
の
土
地
を
墓
地
と
認
め
れ

ば
元
に
戻
せ
な
い
。
市
に
相
談
は

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
原
則
認

め
な
い
方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
な
方
針
で
臨
む
の
か
伺
う
。

答

現
在
、
市
に
土
葬
に
関
す

る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
土
葬
は
一

律
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
が
、
公
衆
衛
生
や
周
辺
環

境
、
地
域
の
理
解
な
ど
慎
重
に
検

討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
国
や
県

の
動
向
、
他
自
治
体
の
事
例
等
を

注
視
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

次
世
代
学
園
都
市
構
想
の 

推
進
に
つ
い
て

問

2050
年
を
見
据
え
た
次
世
代

学
園
都
市
の
展
開
に
お
い

て
、
本
市
が
目
指
す
「
ロ
ー
カ
ル

ハ
ブ
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
都
市
の
姿
を
目
指
す
の
か
。

単
な
る
企
業
や
人
口
の
集
積
で
は

な
く
、
東
広
島
か
ら
国
内
外
の
企

業
や
市
場
と
直
接
つ
な
が
り
、
新

た
な
産
業
や
価
値
を
生
み
出
す
都

市
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
想

定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

「
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
」と
は
、

地
方
圏
に
あ
り
な
が
ら
国

内
外
の
多
様
な
都
市
や
地
域
と
連

携
し
た
「
自
立
経
済
都
市
圏
」
と

さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
、
広
島
大

学
を
は
じ
め
と
し
た
学
術
研
究
機

関
や
半
導
体
関
連
企
業
を
は
じ
め

と
す
る
先
端
産
業
が
集
積
す
る
と

と
も
に
、
※
タ
ウ
ン
＆
ガ
ウ
ン
構

想
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
取
組
み

や
次
世
代
学
園
都
市
構
想
を
推
進

し
て
い
る
。
本
市
が
目
指
す

「
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
」
と
は
、
大
学

や
研
究
機
関
が
有
す
る
研
究
成
果

や
技
術
が
企
業
活
動
と
結
び
つ

き
、
新
た
な
産
業
や
事
業
が
継
続

的
に
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
成
果
が

更
な
る
投
資
や
人
材
を
呼
び
込
み

好
循
環
が
形
成
さ
れ
た
状
態
を
想

定
し
て
い
る
。
次
世
代
学
園
都
市

ゾ
ー
ン
を
核
と
し
て
、
大
学
や
研

究
機
関
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
を

一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
都
市
環

境
や
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
仕
事
や
暮
ら
し
、
学
び
を

求
め
多
様
な
人
材
が
国
内
外
か
ら

集
ま
っ
て
く
る
「
選
ば
れ
る
都

市
」
と
な
る
よ
う
、
こ
う
し
た
好

循
環
を
生
み
出
す
環
境
の
形
成
を

着
実
に
進
め
、「
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

山
やまだ

田　学
まなぶ

（真政倶楽部）

質問した項目

■■地域農業について
■和文化共生社会につい
て

動画は
こちら

向
むかい

井　哲
てつひろ

浩
（創志会）

質問した項目

■■本市における公契約及
び指定管理者制度につ
いて
■次世代学園都市構想の
推進について

動画は
こちら

※タ ウン＆ガウン　欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となったまちづくりを目指す
ため、大学と東広島市が連携を図りながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。
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更
新
か
集
約
か 

学
校
プ
ー
ル
の
比
較
検
討
を

問

学
校
プ
ー
ル
は
全
小
学
校

32
施
設
が
対
策
を
要
し
、

修
繕
・
建
て
替
え
に
は
概
算
約
64

億
円
を
見
込
む
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
屋
外
プ
ー
ル
は
年
間
２
か
月

程
度
し
か
使
え
ず
、
猛
暑
で
授
業

が
で
き
な
い
日
も
生
じ
て
い
る
。

指
導
し
な
が
ら
全
て
の
児
童
に
目

を
配
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、

保
護
者
か
ら
安
全
面
を
心
配
す
る

声
も
あ
る
。
管
理
も
教
職
員
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

　

32
施
設
そ
れ
ぞ
れ
に
維
持
管
理

費
を
支
出
し
更
新
を
続
け
る
道
も

あ
る
が
、
施
設
を
集
約
し
て
屋
内

プ
ー
ル
を
整
備
し
、
市
民
利
用
も

図
り
な
が
ら
維
持
し
て
い
く
考
え

方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
屋
外

と
屋
内
で
は
建
設
費
や
維
持
管
理

費
な
ど
が
異
な
り
、
単
純
に
は
比

較
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
踏
ま
え
た
比
較
検
討
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

ま
ず
は
教
育
現
場
の
視
点

か
ら
課
題
や
再
編
の
可
能

性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
担
当
と
財
政
部
門
も
連
携
し

て
対
応
す
る
。

　

整
備
や
再
編
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
※
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
観
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
複
数
の
学
校
が
共

同
で
利
用
す
る
屋
内
施
設
を
新
た

に
整
備
す
る
手
法
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
比
較
の
対
象
と
し
て
検
討

す
る
。
公
共
施
設
の
複
合
化
は
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る

う
え
で
有
効
な
手
法
の
一
つ
で
あ

り
、
国
の
資
料
や
先
進
事
例
に
つ

い
て
も
必
要
な
情
報
収
集
や
調
査

を
行
っ
て
い
く
。

本
市
の
市
民
農
園
と 

今
後
の
農
業
の
関
係
に
つ
い
て

問

富
士
市
や
大
和
市
で
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
開
設
の

目
的
の
一
つ
と
し
て
、
遊
休
農
地

の
有
効
利
用
や
農
地
の
保
全
を
図

り
「
農
」
の
多
用
な
機
能
を
活
か

す
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
、
耕
作
放
棄
地
等
を
活
用

し
た
市
民
農
園
へ
の
再
利
用
に
つ

い
て
認
識
を
伺
う
。

答

市
民
農
園
は
、
農
業
に
触

れ
る
機
会
の
創
出
を
通
じ

て
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
将
来

的
に
は
地
域
農
業
を
支
え
る
新
た

な
担
い
手
の
確
保
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
、
耕
作
放
棄
地
や
不
作
付

地
の
活
用
に
も
有
効
な
取
組
み
の

一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

他
自
治
体
の
優
良
事
例
を
参
考
に

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

正
式
導
入
に
つ
い
て

問

本
市
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
場

の
教
員
の
意
識
調
査
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
認
識
を
伺
う
。

答

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
正
式

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
学

校
現
場
の
実
態
や
教
員
の
意
見
を

十
分
に
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

行
っ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

推
進
協
議
会
や
研
修
等
を
通
じ
た

活
用
状
況
や
意
見
の
把
握
に
加

え
、
国
の
制
度
改
正
や
対
象
の
拡

大
も
見
据
え
な
が
ら
、
教
員
の
意

見
や
課
題
認
識
の
把
握
に
努
め

る
。

落
おちうみ

海　直
なおや

哉
（市民クラブ）

質問した項目

■■学校プールの再編を契
機とした公共施設の複
合化について

動画は
こちら

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目

■■本市における市民農園
と今後の農業の関係に
ついて
■本市における学校教育
について

動画は
こちら

※ラ イフサイクルコスト　製品や建物、設備などについて、企画・設計から運用・保守、修繕、解体、廃棄に至るまで、その生涯に
わたって発生する総費用のこと。
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市
民
協
働
、
官
民
協
働
の 

視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り

問

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
推
進
は
、
市
全

体
の
共
通
目
標
を
設
定
す
る
の

か
、
各
校
の
独
自
性
を
認
め
る
の

か
。
②
市
民
と
行
政
を
結
ぶ
市
民

活
動
団
体
等
の
支
援
は
、
地
域
共

生
社
会
の
取
組
み
の
中
で
行
わ
れ

る
の
か
。
③
市
の
政
策
を
広
報
す

る
際
、
ど
の
よ
う
な
方
針
に
よ
り

行
っ
て
い
る
か
。
④
1974
年
に
制
定

さ
れ
た
「
東
広
島
市
民
憲
章
」
の

意
義
に
つ
い
て
市
の
認
識
を
伺

う
。
⑤
自
治
基
本
条
例
に
対
す
る

市
の
認
識
を
伺
う
。

答

①
市
と
し
て
統
一
目
標
に

集
約
す
る
考
え
は
な
い
。

学
校
も
地
域
も
「
自
分
事
」
と
い

う
共
通
理
念
の
下
、
各
学
校
が
地

域
と
と
も
に
主
体
的
に
課
題
解
決

に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。
②
地
域
共
生
社
会
や
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
の
異
な

る
関
係
機
関
間
の
関
係
性
を
強
化

す
る
中
で
推
進
し
て
い
く
。
③
ま

ち
づ
く
り
へ
の
共
感
と
参
画
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と

し
、
各
種
媒
体
を
連
動
さ
せ
な
が

ら
政
策
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
④
ま
ち
づ
く
り
の
理
想
像
を

示
し
、
市
民
、
地
域
、
行
政
が
共

通
の
方
向
性
の
も
と
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し
て

重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
⑤
自
治
体
運
営
の

基
本
理
念
や
市
民
参
加
等
を
規
定

す
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
考
え
方
等
を
誰
も
が
読
ん

で
理
解
で
き
る
よ
う
に
成
文
化
で

き
る
点
が
特
徴
と
考
え
る
。
効

果
、
必
要
性
及
び
既
存
の
法
令
等

と
の
関
係
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

す
べ
き
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
る
。

河
川
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

に
つ
い
て

問

広
島
県
及
び
市
管
理
河
川

の
浚
渫
の
進
捗
率
と
完
了

目
標
に
つ
い
て
問
う
。

答

県
が
管
理
す
る
河
川
に
つ

い
て
は
、
県
内
全
体
の
河

川
に
お
け
る
浚
渫
実
施
延
長
が
お

お
む
ね
直
近
５
か
年
の
目
標
201
㎞

に
対
し
１
８
９
．
８
㎞
で
、
進
捗

率
は
約
94
％
と
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
実
施
す
る
予
定
と
伺
っ
て

い
る
。

　

市
が
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
要
望
や

現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
緊

急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用
し
、

浚
渫
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
の

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
対
象
31
河

川
の
う
ち
20
河
川
の
浚
渫
が
完
了

し
て
お
り
、
進
捗
率
は
約
65
％
と

な
っ
て
い
る
。
残
る
11
河
川
に
つ

い
て
は
、
令
和
11
年
度
に
完
了
を

見
込
ん
で
い
る
。

※
流
域
治
水
対
策
に
つ
い
て

問

広
島
県
と
流
域
治
水
対
策

を
推
進
し
て
い
る
が
進
捗

に
つ
い
て
問
う
。

答

本
年
４
月
に
黒
瀬
川
流
域

が
特
定
都
市
河
川
流
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

に
お
い
て
も
県
と
連
携
し
、
特
定

都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基

づ
く
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

過
去
の
浸
水
被
害
や
対
策
の
実
施

状
況
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
要
望

な
ど
を
県
と
共
有
し
、
こ
れ
ら
を

も
と
に
河
川
改
修
や
雨
水
貯
留
施

設
の
整
備
な
ど
、
流
域
水
害
対
策

計
画
の
策
定
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目

■■市民協働及び官民協働
の視点での市民自治に
ついて

動画は
こちら

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目

■■安心・安全なまちづく
りの推進について

動画は
こちら

※流 域治水　河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域としてとらえ、その河川流域全体のあ
らゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策のこと。
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子
ど
も
の
声
は
届
い
て
る
？ 

屋
内
遊
び
場
の
必
要
性

問

屋
内
の
子
ど
も
の
遊
び
場

や
居
場
所
の
重
要
性
に
つ

い
て
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
が
、

市
は
既
存
施
設
の
活
用
検
討
に
と

ど
ま
り
、
当
事
者
か
ら
の
切
実
な

声
は
や
ま
な
い
。
定
住
促
進
や
賑

わ
い
創
出
に
も
資
す
る
も
の
で
あ

る
屋
内
遊
び
場
整
備
を
具
体
的
に

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

子
ど
も
の
遊
び
場
・
居
場

所
の
充
実
は
重
要
課
題
で

あ
る
が
、
公
共
で
の
新
設
は
多
額

の
費
用
を
要
し
、
一
拠
点
で
は
市

域
全
体
に
対
応
困
難
な
た
め
、
既

存
施
設
や
民
間
施
設
・
地
域
資
源

を
体
系
的
に
整
理
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く
り
の
方

策
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
居
場
所
、
こ
の 

ま
ま
の
施
設
で
使
え
る
？

問

地
域
セ
ン
タ
ー
や
体
育
館

は
本
来
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯

学
習
等
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

り
、
子
ど
も
が
日
常
的
に
利
用
で

き
る
時
間
や
、
目
的
な
く
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
と
し
て
の
機
能
が

不
足
し
て
い
る
。
既
存
施
設
の
活

用
を
軸
と
す
る
中
、
こ
う
し
た
課

題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答

子
ど
も
の
居
場
所
に
は
遊

び
場
機
能
に
加
え
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
や
人
と
の
交
流

を
育
む
役
割
も
求
め
ら
れ
る
。
既

存
施
設
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
利

用
状
況
や
設
備
を
把
握
し
、
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
備
品
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
自
身
の

意
見
も
聴
き
な
が
ら
実
態
に
応
じ

た
運
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
増
加
に
対
す
る 

住
環
境
の
拡
充
に
つ
い
て

問

本
市
は
県
内
で
人
口
３
番

目
の
市
に
な
っ
た
。
吉
川

地
域
に
お
け
る
半
導
体
工
場
の
増

設
で
新
た
に
雇
用
さ
れ
る
人
数
は

千
人
以
上
と
聞
く
。
寺
家
地
域
で

は
住
宅
が
増
え
て
い
る
が
、計
画

さ
れ
て
い
る
戸
数
を
伺
う
。ま
た
、

そ
れ
に
伴
う
道
路
や
下
水
道
の
整

備
状
況
、児
童
生
徒
の
安
心
安
全

な
通
学
路
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答

計
画
的
な
市
街
地
整
備
を

進
め
て
い
る
が
、民
間
を

含
め
て
の
戸
数
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
寺
家
地
域
内
で
は
年
間
平

均
で
約
150
棟
の
住
宅
が
建
築
さ

れ
、西
条
第
二
地
区
で
は
幹
線
道

路
や
生
活
用
道
路
27
路
線
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
公
共
下
水
道
は

33
㎞
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

お
り
、寺
家
駅
周
辺
で
も
整
備
を

進
め
て
い
る
。
安
心
安
全
な
通
学

路
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
学
校
、

警
察
、道
路
管
理
者
等
と
連
携
し
、

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
和
教
育
に
つ
い
て

問

昨
年
決
議
し
た
「
次
世
代

へ
の
継
承
と
世
界
に
向
け

た
平
和
施
策
の
展
開
に
関
す
る
決

議
」
へ
の
対
応
と
被
爆
体
験
等
を

認
識
し
自
ら
の
課
題
と
す
る
教
育

活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

答

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
証
言
や
資
料
を
残
す

こ
と
は
重
要
で
、
関
係
機
関
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
教

育
で
は
平
和
学
習
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
整
備
し
、
児
童
生
徒
が
平
和

な
社
会
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
と

す
る
意
欲
や
態
度
を
育
ん
で
い
く
。

木
きむら

村　輝
てるえ

江
（未来の風）

質問した項目

■■屋内の遊び場について
■災害対応について

動画は
こちら

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目

■■人口増加に対する住環
境の拡充について
■平和教育について

動画は
こちら
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学
校
へ
の 

冷
水
器
設
置
方
針
は

問

①
冷
水
器
の
設
置
費
用
が

学
校
配
当
予
算
に
占
め
る

割
合
は
小
規
模
校
ほ
ど
高
く
な
る

と
思
う
が
、
学
校
規
模
に
よ
る
負

担
差
を
ど
う
考
え
る
か
。
②
モ
デ

ル
校
へ
の
設
置
等
、
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。
③

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の
冷
水
器
の
寄
附

は
受
入
れ
可
能
か
。

答

①
学
校
規
模
に
よ
る
負
担

割
合
の
差
は
認
識
し
て
お

り
、学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
が
ら
実
情
に
応
じ
た
対
応
に

努
め
て
い
る
。
②
ニ
ー
ズ
や
費
用
、

他
自
治
体
の
情
報
等
を
踏
ま
え
、

試
行
的
な
設
置
の
可
能
性
を
含
め

て
統
一
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と

め
る
。
③
受
入
れ
は
可
能
。
経
費

後
の
電
気
・
水
道
料
や
維
持
管
理

等
は
教
育
委
員
会
で
対
応
す
る
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

計
画
の
策
定
を

問

自
転
車
の
利
用
経
路
や
事

故
情
報
等
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
優
先
整
備
路
線
を
よ
り
客

観
的
に
抽
出
す
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
し
、
安
全
に

移
動
で
き
る
通
行
空
間
を
面
的
、

継
続
的
な
整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
道
路
管
理
者
や
警
察

等
と
連
携
し
、
ま
ず
は
西
条
市
街

地
を
中
心
に
自
転
車
利
用
の
実
態

や
道
路
条
件
等
、
整
備
の
実
現
性

を
踏
ま
え
て
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
を
新
た
に
策
定
し
、
計
画

的
、
継
続
的
な
自
転
車
通
行
空
間

の
整
備
を
推
進
す
る
。

日
本
は
究
極
の
共
生
社
会 

―
大
調
和
―
の
国
だ
っ
た

問

世
界
の
人
が
日
本
に
来
て

驚
く
こ
と
は
、
女
性
が
夜

中
に
一
人
で
歩
い
て
い
る
こ
と

だ
。
日
本
の
道
徳
心
に
世
界
は
驚

い
て
い
る
。

　

日
本
人
の
道
徳
心
を
育
て
た
精

神
文
化
の
根
っ
こ
は
神
道
に
あ

る
。
神
道
の
本
質
は
、「
祖
先
崇

拝
」「
自
然
崇
拝
」
で
あ
り
、
自

然
に
感
謝
し
、
先
祖
に
感
謝
す
る

思
い
が
、
先
祖
か
ら
続
い
て
き
た

「
家
」
を
自
分
の
代
で
汚
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
に
つ
な

が
り
、
こ
れ
が
道
徳
基
準
に
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
家
を
中
心
と

し
た
共
同
社
会
を
築
い
て
き
た
。

　

日
本
は
、世
界
最
古
の
王
朝
が

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
稀
有
な
国

で
あ
る
。
日
本
は
天
皇
の「
シ
ラ

ス
」国
で
あ
っ
て
、国
民
の
こ
と

を
知
り
、国
民
に
寄
り
添
い
、国

の
安
寧
を
祈
る
統
治
の
形
で
あ
り
、

武
力
に
よ
っ
て
世
界
を
支
配
し
た

西
洋
の「
ウ
シ
ハ
ク
」と
は
違
う
。

　

日
本
の
国
柄
は
大
調
和
で
あ

る
。
そ
れ
は
自
然
を
見
れ
ば
わ
か

る
。
自
然
は
競
争
し
な
い
。
タ
ン

ポ
ポ
は
バ
ラ
に
な
り
た
い
と
は
思

わ
な
い
。
全
て
の
存
在
が
役
割
を

持
っ
て
、
自
然
界
の
中
で
必
要
な

存
在
と
し
て
生
き
、
調
和
し
合
っ

て
大
自
然
を
作
っ
て
い
る
。
か
つ

て
の
日
本
人
も
、
自
然
の
摂
理
に

学
び
、
自
分
の
役
割
を
喜
ん
で
生

き
て
い
た
。
考
え
を
問
う
。

答

大
調
和
と
は
、
多
様
な

人
々
が
共
存
し
、
互
い
の

役
割
を
尊
重
し
な
が
ら
協
力
し
て

社
会
の
発
展
を
目
指
す
姿
で
あ

り
、
本
市
が
目
指
す
多
文
化
共
生

や
地
域
共
生
社
会
も
、
こ
の
大
調

和
の
考
え
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目

■■自転車を活用した持続
可能な交通環境の形成
について
■学校における熱中症対
策について

動画は
こちら

宮
みやかわ

川　誠
やすこ

子
（真政倶楽部）

質問した項目

■■日本は究極の共生社会
を実現していた

動画は
こちら
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早
く
何
と
か
し
て
！ 

渋
滞
対
策

問

①
国
道
２
号
道
照
交
差
点

の
立
体
交
差
の
工
事
は
ほ

ぼ
完
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、い
つ
開
通
す
る
予
定
な
の
か
。

②
原
・
吉
川
・
田
口
地
区
の
渋
滞

対
策
と
し
て
、
吉
川
工
業
団
地
、

吉
川
第
二
工
業
団
地
、
田
口
研
究

団
地
内
の
企
業
や
新
工
場
の
工
事

関
係
企
業
で
協
議
会
を
つ
く
り
、

各
社
の
始
業
・
終
業
時
刻
を
調
整

す
る
仕
組
み
が
検
討
で
き
な
い
か
。

③
記
念
橋
交
差
点
の
改
良
工
事
、

馬
木
八
本
松
線
の
歩
道
設
置
工
事

は
ど
れ
く
ら
い
進
捗
し
て
い
る
の

か
。答

①
国
か
ら
は
、
令
和
７
年

度
末
時
点
の
進
捗
率
は
約

85
％
で
、
令
和
８
年
度
中
の
開
通

を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

②
本
年
８
月
に
交
通
需
要
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
協
議
会
を
設
立
し

た
。
今
後
、
そ
の
下
部
組
織
と
な

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
り
、
吉
川
工
業
団

地
、
吉
川
第
二
工
業
団
地
、
田
口

研
究
団
地
の
企
業
や
工
事
関
係
企

業
な
ど
で
、
出
勤
時
間
の
調
整
を

含
む
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

③
県
に
よ
る
と
、
記
念
橋
西
詰
交

差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
交
差

点
形
状
に
関
す
る
詳
細
設
計
に
着

手
し
て
い
る
。
県
道
馬
木
八
本
松

線
の
歩
道
設
置
工
事
は
、
工
事
延

長
約
900
ｍ
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
昨
年
度
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
八
本
松
原
店
南
側
の
工
事

約
50
ｍ
が
完
成
し
た
。
今
年
度

は
、
秋
以
降
に
下
原
バ
ス
停
付
近

の
183
ｍ
区
間
の
歩
道
工
事
を
予
定

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

議
論
な
し
！　

英
語
で
学
ぶ 

ク
ラ
ス
開
設
に
疑
問
？

問

来
年
４
月
、高
美
が
丘
小

学
校
に
各
教
科
を
英
語
で

学
ぶ「
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」を

開
設
す
る
こ
と
が
突
然
発
表
さ
れ

た
。
一
つ
の
学
校
に
英
語
力
に
大

き
な
差
が
で
き
る
二
つ
の
指
導
体

制
を
つ
く
る
こ
と
が
公
教
育
と
し

て
機
会
均
等
と
言
え
る
の
か
。
当

事
者
の
子
ど
も
や
保
護
者
は
カ
ヤ

の
外
。
議
会
で
も
ほ
ぼ
議
論
な
し
。

早
期
の
英
語
中
心
の
教
育
は
、日

本
語
の
発
達
や
思
考
力
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
研
究
者
も
い
る
。
こ

の
方
針
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

答

次
世
代
学
園
都
市
構
想
の

取
組
み
と
し
て
、
令
和
７

年
度
か
ら
、
広
島
大
学
や
広
島
県

教
育
委
員
会
と
意
見
交
換
を
重
ね

な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。

１
回
の
く
じ
引
き
で 

教
育
格
差
が
で
き
る
懸
念

問

①
教
科
の
拡
充
は
様
子
を

見
な
が
ら
と
い
う
こ
と
は
、

６
年
間
の
教
育
課
程
は
な
い
の
か
。

②
希
望
者
が
多
い
と
抽
選
。
英
語

で
授
業
す
る
ク
ラ
ス
と
そ
う
で
な

い
ク
ラ
ス
が
隣
同
士
に
な
る
。
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

③
学
業
不
振
が
子
ど
も
を
追
い
詰

め
る
こ
と
も
あ
る
。
ド
ロ
ッ
プ
ア

ウ
ト
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
は
？

④
広
大
附
属
小
で
も
や
ら
な
い
教

育
を
、
市
立
小
学
校
で
や
る
の
か
。

答

①
具
体
的
教
育
課
程
の
内

容
は
確
定
し
て
い
な
い
。

②
学
級
間
に
優
劣
意
識
が
生
じ
る

可
能
性
に
配
慮
が
必
要
と
認
識
。

③
子
ど
も
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

内
面
を
把
握
す
る
。
④
よ
り
良
い

形
を
探
る
実
証
研
究
で
あ
る
。

田
たさか

坂　武
たけふみ

文
（清新の会）

質問した項目

■■環境行政について
■第五次東広島市総合計
画後期基本計画につい
て道路行政について

動画は
こちら

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目

■■一つの学校に二つの指
導体制 ―「グローバ
ルクラス」開設
■グローバル教育は一択
なのか？

動画は
こちら
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信
号
機
の
早
期
設
置
を
！ 

下
見
街
道
・
巡
回
線
合
流

問

下
見
街
道
と
西
条
中
央
巡

回
線
の
合
流
部
周
辺
に
お

け
る
通
学
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
信
号
機
設
置
ま
で
の
２
年
間

に
も
市
民
の
命
が
脅
か
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
交
差
点
改
良
工
事

の
完
成
を
待
つ
こ
と
な
く
、
市
費

負
担
に
よ
り
信
号
機
を
前
倒
し
で

設
置
さ
せ
る
強
い
姿
勢
で
広
島
県

等
と
の
交
渉
に
臨
む
べ
き
と
考
え

る
が
本
市
の
認
識
と
見
解
を
伺
う
。

答

道
路
利
用
者
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
工
事

完
了
前
の
設
置
は
費
用
負
担
な

ど
、
県
や
警
察
と
の
協
議
が
必
要

だ
が
、
物
件
移
転
完
了
後
に
早
期

設
置
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
く
。

将
来
の
医
療
機
能
を
確
保
！ 

病
院
誘
致
も
選
択
肢

問

令
和
12
年
の
人
口
20
万
５

０
０
０
人
を
見
据
え
、
既

存
支
援
の
延
長
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
病
院
や
近
隣
他
市
か
ら
の
病

院
、
医
療
機
関
の
誘
致
を
選
択
肢

か
ら
排
除
せ
ず
、
医
療
体
制
の
根

本
的
な
解
決
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
な
将
来
構
想
で
医

療
体
制
を
確
立
し
て
い
く
考
え

か
、
本
市
の
意
志
と
見
解
を
伺
う
。

答

広
島
県
に
お
い
て
は
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
の
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
動

向
や
医
療
需
要
の
変
化
を
踏
ま

え
、
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
や
他
の
救
急
医
療
機
関
と

の
役
割
分
担
を
図
り
、
持
続
可
能

な
医
療
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

海
を
活
か
し
た
ボ
ー
ト
パ
ー
ク 

建
設
に
つ
い
て
問
う

問

安
芸
津
地
域
に
あ
る
港
湾

施
設
な
ど
を
新
た
に
活
用

し
、
交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

る
。「
海
が
あ
る
東
広
島
市
」
か

ら
「
海
を
活
か
す
東
広
島
市
」
へ

転
換
す
る
た
め
、
地
域
に
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
ボ
ー
ト
パ
ー
ク

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

答

安
芸
津
地
域
で
進
め
て
い

る
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

の
取
組
み
を
踏
ま
え
、
港
を
核
と

し
た
地
域
の
魅
力
向
上
や
賑
わ
い

創
出
の
観
点
か
ら
、
本
市
の
港
湾

施
設
や
海
洋
空
間
の
有
効
活
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
に
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
取
組
み
を
目

指
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅 

「
ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
」
に
つ
い
て

問

ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
は
、
子

育
て
世
帯
の
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
た

住
宅
だ
が
、
現
在
、
９
室
の
内
７

室
が
空
室
と
な
っ
て
お
り
、
本
来

の
設
置
目
的
を
達
し
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
な
ど
の
力
を
借

り
て
改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

答

ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
は
、
安

芸
津
地
域
の
活
性
化
を
支

え
る
有
用
な
資
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
促
進
に

加
え
、
移
住
施
策
と
連
携
し
た
有

効
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
会
社

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
や
効
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

片
かたやま

山　貴
たかし

志
（創生会）

質問した項目

■■次世代学園都市におけ
るインフラ整備と将来
像について
■持続可能な観光地づく
りと広報・組織戦略に
ついて
■財源確保の多角化と持
続可能な都市経営につ
いて

動画は
こちら

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目

■■第五次東広島市総合計
画後期基本計画につい
て

動画は
こちら

市議会だより　vol.213　2026.1117


